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詳細協議議事録 

 

現地協議結果 

案 件 名 インド国パンジャブ州地下水開発計画予備調査 

訪 問 先 JICA インド事務所 

日 時 2006 年３月２日 9:00～10:00 

面 談 者 JICA インド事務所／藤井所長、伊藤次長、飯島所員、倉内企画調査員 

訪 問 者 調査団／佐々木、杉野、川田 記 録 者 調査団／杉野 

概 要 

１．対処方針の説明。（調査団） 

２．要請機材のワークケーシング類について、1997 年の要請当時にはオープンホー

ル工法の有効性を先方が理解していなかったため、ケーストホール工法の機材が

入っている。これに関しては、先方と十分協議の上、機材内容の再確認が必要で

ある。（倉内企画調査員） 

３．対処方針「４．(４) 我が国による過去類似案件の状況把握と教訓の活用」につ

いて、より具体的な説明が欲しい。（藤井所長） 

(１) 調査団出発直前の２月 27 日に、2000 年と 2001 年の２回に分けて、債務救

済による機材が「パ」州に入っていることが分かった。（飯島所員） 

(２) 過去の一般無償で供与された機材については、フォローアップ調査による確

認もされているので、今回は機材の使用状況と維持管理についての再確認を行

う。債務救済で供与された機材に関しては、使用状況と維持管理に関する調査

を実施する予定である。（調査団） 

(３) 過去の一般無償で供与された機材について、当初の計画が過大との指摘もあ

り、今回の調査では元となる計画の内容に留意して欲しい。（伊藤次長） 

４．カンディ地域での地下水の揚水が中央平原に及ぼす影響について、調査団の考

え方を説明して欲しい。（飯島所員） 

(１) 既に入手済みの資料からの試算結果を紹介し、地下水の賦存状況に見合った

開発計画が必要であることを説明。（調査団） 

(２) カンディ地域での地下水揚水の他地域に及ぼす影響について、地域毎に論じ

るのは危険。（倉内企画調査員） 

(３) PSTCよりも CWGBパンジャブ事務所の方がより多くの調査資料を保有して

いるので、CWGB パンジャブ事務所での資料収集がキーポイントとなる。（飯

島所員） 

５．南西部地域では地下水の塩害が指摘されているが、カンディ地域でも同様の問

題がないか、調査して欲しい。（飯島所員） 

６．「イ」国側関係者の本件に対する姿勢についての現状説明。（飯島所員） 

(１) MoWR は、「パ」州では地下水位低下の問題があること、既に債務救済で２

台の井戸掘削機を供与していることから、「パ」州よりも困っている地域に機

材を供与すべきとの考えを持っている。 

(２)「パ」州政府および PSTC は、債務救済の２台だけでは足りないとの考えを

持っている。 

(３) MoF は要望調査の段階で、債務救済で２台の井戸掘削機を入れているが、 
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概 要 

1997 年に要請した井戸掘削機が必要かどうかを、PSTC に問い合わせており、

MoWR に対しては、そのレターのコピーを入れている。一方、PSTC はその返

答で、追加の井戸掘削機が必要であるとの返答を MoF にしているが、そのレ

ターのコピーが MoWR には出されていない。 

(２) 今回の調査に対する JICA の立場としては、中立の立場で、要請の妥当性と

機材供与の必要性を調査して欲しい。 

７．M/D のサイナーとして、「パ」州灌漑局が入る可能性がある。（飯島所員） 

備 考 
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詳細協議議事録 

 

現地協議結果 

案 件 名 インド国パンジャブ州地下水開発計画予備調査 

訪 問 先 在インド日本国大使館 

日 時 2006 年３月２日 10:50～11:30 

面 談 者 在インド日本国大使館／柳公使、中野一等書記官 

訪 問 者 
JICA インド事務所／飯島所員 

調査団／佐々木、杉野、川田 
記 録 者 調査団／杉野 

概 要 

１．対処方針の説明。（調査団） 

２．対処方針に対するコメント（中野一等書記官） 

(１) 要請の経緯を十分に把握の上、調査して欲しい。 

(２) MoWR は、「パ」州全体で地下水資源が枯渇しつつある中、これ以上の井戸

掘削機を与えて、井戸を掘ることはできないと言っている。しかしながら、2003

年に各州からの水に関するプロポーザルを JICA 専門員に精査して貰った時に

は、本要請については地下水資源の枯渇の問題はないとの判断を頂いている。

(３) 債務救済で「パ」州に供与した井戸掘削機について、地下水評価のホワイト

の地域で活動しているのかを調べて欲しい。 

(４) 現地調査の前後で MoWR との協議が必要である。 

(５)「パ」州の地下水については、メディアで取り上げられたこともあり、資料

を十分に検討してから判断して欲しい。 

(６) CWGB は、既に PSTC に井戸掘削機があっても、たまに「パ」州に来て井

戸を掘っていると聞いている。この状況で、PSTC に追加の井戸掘削機が必要

な理由と、CWGB と PSTC の役割分担を明確にして欲しい。 

(７)「イ」国の農業人口は全人口の 60％を占めるにも係わらず、農業生産の GDP
で占める割合は僅か 20％に過ぎない。つまり、農村対策で灌漑用水を整備す

ることは、農業生産率を向上させることになり、貧困対策にもつながるのでは

ないか。 

(８) MoWR には先方の状況を理解している旨を率直に説明し、先方の言い分を

聞いて欲しい。 

(９) 状況が以前と変わってきているので、調査行程も柔軟に対応して欲しい。 

３．対処方針に対するコメント（柳公使） 

(１)「パ」州は経済的に一番豊かな州で、水のないところはあるにせよ、何故「パ」

州に井戸掘削機が必要なのかを、調査して欲しい。 

(２) 中央政府から見た場合、他により貧しい州があるのではないか。 

備 考 
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現地協議結果 

案 件 名 インド国パンジャブ州地下水開発計画予備調査 

訪 問 先 
Department of Economic Affairs (DEA), Ministry of Finance (MoF) 
財務省経済局 

日 時 2006 年３月２日 12:20～12:50 

面 談 者 Ms. Sreyasi Chaudhuri (Under Secretary of DEA, MoF) 

訪 問 者 

PSTC／Mr. Er. Sucha Singh Buttar (Secretary) 
JICA インド事務所／飯島所員、倉内企画調査員 

調査団／佐々木、杉野、川田 

記 録 者 調査団／杉野 

概 要 

１．調査団員の紹介。（飯島所員） 

２．対処方針の説明。（調査団） 

３．MoWR は「パ」州の地下水位の低下を懸念している。（Ms. Sreyasi Chaudhuri） 

４．本要請の対象地域は地下水位の低下が懸念されている中央平原ではなく、丘陵

地域であり、地下水位低下の懸念はない。また、これに関連する技術資料を数日

中に MoWR に送付することになっている。（PSTC） 

５．本要請の実施が必要か否かを MoF が再確認する時に、MoWR が知らなかった事

が問題の原因となっている。従って、PSTC から MoWR に十分にその必要性を説

明するようにして欲しい。（Ms. Sreyasi Chaudhuri） 

 

 

 

 

備 考 
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詳細協議議事録 

 

現地協議結果 

案 件 名 インド国パンジャブ州地下水開発計画予備調査 

訪 問 先 
Ministry of Water Resources (MoWR) 
水資源省 

日 時 2006 年３月３日 13:15～14:00 

面 談 者 Mr. Dinesh Kapila (Deputy Secretary／External Assistance) 

訪 問 者 

PSTC／Mr. Er. Sucha Singh Buttar (Secretary) 
JICA インド事務所／飯島所員、倉内企画調査員

調査団／佐々木、杉野、川田 

記 録 者 調査団／杉野 

概 要 

１．調査団員の紹介。（飯島所員） 

２．本要請に対する「イ」国政府としての見解（Mr. D. Kapila） 

(１) 1997 年の要請が基となっているようであるが、1997 年の要請は 1999 年およ

び 2000 年の債務救済で「パ」州に２台の井戸掘削機が入ったことで、この要

請は満たされたと判断している。 

(２) 更に「パ」州が機材を必要とする場合、機材供与することは問題ないが、1997

年のプロポーザルをリバイスするか、あるいは新たに作る必要があり、政府と

してはこのプロポーザルを審査しなければならない。 

(３) このプロポーザルのリバイス、あるいは新規作成については、「パ」州によ

り実施されなければならない。 

３．本調査団の了承について 

(１) 1997 年の要請が債務救済により満たされているため、正式に本調査団を了

承することはできないが、調査団が「パ」州を訪れて、調査することについて

は、全く問題ない。但し、財務省経済局が本調査団を正式に了承するのであれ

ば、水資源省としても了承する。（Mr. D. Kapila） 

(２) 水資源省が本調査団を了承しない限り、財務省経済局も了承できないと言っ

ている。（飯島所員） 

(３) 本調査団は、債務救済で供与された井戸掘削機も含めて調査することが可能

であり、今後どのようにすべきかについて、技術的なアドバイスできる。（飯

島所員） 

(４) もし本当に 1997 年の要請が債務救済により満たされているのであれば、調

査団としてはこれ以上の調査を進めることはできない。（調査団） 

(５) 1997 年の要請は継続要請と考えても良い。（Mr. D. Kapila） 

(６) 水資源省が本調査団を了承しない限り、本予備調査も打ち切りとせざるを得

ない。（飯島所員） 

(７) 要請の経緯については、PSTC、財務省経済局、水資源省の間で連絡不足が

発生し、混乱を招いている。財務省経済局と調整する。（Mr. D. Kapila） 

４．３月 14 日～24 日まで出張のために不在になるが、24 日には帰国するので、M/D
ドラフトを持ってきて欲しい。３月 27 日に M/D に関する打ち合わせをしたい。

（Mr. D. Kapila） 
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概 要 

５．必要なデータは全て PSTC が保有しているので、PSTC から入手して欲しい。（Mr. 
D. Kapila） 

６．「パ」州で地下水開発を行う場合には、持続性のある開発が必要となるので、そ

の辺に留意し、調査して欲しい。（Mr. D. Kapila） 

備 考 
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詳細協議議事録 

 

現地協議結果 

案 件 名 インド国パンジャブ州地下水開発計画予備調査 

訪 問 先 
Ministry of Water Resources (MoWR) 
水資源省 

日 時 2006 年３月３日 14:05～14:20 

面 談 者 Mr. M. E. Haque (Planning and Policy Commissioner) 

訪 問 者 

PSTC／Mr. Er. Sucha Singh Buttar (Secretary) 
JICA インド事務所／飯島所員、倉内企画調査員

調査団／佐々木、杉野、川田 

記 録 者 調査団／杉野 

概 要 

１．水資源省対外援助局／Mr. D. Kapila との打ち合わせ結果の説明。（飯島所員） 

２．本要請に対するプロポーザルがないことが問題である。（Mr. M. E. Haque） 

３．過去に供与した機材の現状を調査して、知る必要もある。（Mr. M. E. Haque） 

 

 

備 考 
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現地協議結果 

案 件 名 インド国パンジャブ州地下水開発計画予備調査 

訪 問 先 
Central Ground Water Board (CGWB), Ministry of Water Resources (MoWR) 
水資源省中央地下水委員会 

日 時 2006 年３月３日 15:00～16:00 

面 談 者 
Dr. Saleem Romani (Chairman) 
Mr. R. N. Singh (Regional Director of Chandigarh) 

訪 問 者 

PSTC／Mr. Er. Sucha Singh Buttar (Secretary) 
JICA インド事務所／飯島所員、倉内企画調査員 

調査団／佐々木、杉野、川田 

記 録 者 調査団／杉野 

概 要 

１．本調査団の説明。（飯島所員） 

２．CGWB の役目、PSTC との業務分担を教えて欲しい。（調査団） 

(１) CGWB は外国の先進技術の導入、全国の地下水調査、地下水モニタリング、

アセスメント、地下水賦存量の調査、地下水開発に関するクライテリアの策定

を担っている。（Dr. S. Romani） 

(２) PSTC は「パ」州の地下水開発、公共事業の実施を担っている。（Dr. S. Romani）
３．「パ」州における地下水の調査方法や状況について、教えて欲しい。（調査団） 

(１)「パ」州では全州を 137 ブロックに分割し、地下水のモニタリングを行って

おり、その内の 103 のブロックに関しては、既に全揚水量が地下水の涵養量を

上回っている。（Dr. S. Romani） 

(２) 中央平原において、浅い地下水は既に過剰揚水になっているが、一方、同平

原の基盤岩深度は非常に深く、600～800ｍの深度に基盤岩が分布している。こ

の深い深度での地下水の開発は全く行われておらず、将来的には浅い地下水を

農業用水に、深い地下水を飲料水に利用することになる。（Dr. S. Romani） 

(３) 中央平原で問題となっている地下水は浅い深度の地下水であり、従って地下

水位も比較的浅い。一方、カンディ地域では、地下水は深度 100ｍ以上の深い

帯水層に賦存しており、その地下水位も非常に深い。このことから、カンディ

地域の地下水の中央平原の浅い帯水層への側方流出は非常に僅かなもので、そ

のほとんどはカンディ地域の深い帯水層から、中央平原の深い帯水層へ流出し

ていると考えられる。中央平原の浅い地下水は、ほとんどが降雨による涵養と

なっている。従って、カンディ地域での地下水開発は、中央平原よりも深い井

戸を必要とし、つまりカンディ地域で揚水しても、中央平原への影響はないと

考えている。（Dr. S. Romani） 

(４) 地下水の評価はブロック毎に実施しており、降水量、河川流量、地下水位等

のパラメータから解析を行い、評価を実施している。一部ではブロック間にま

たがる地下水のモデリングを実施しているが、全てではない。（Dr. S. Romani）
(５) 中央平原の地下水位は低下しているが、一方で下流域に当たる南西部の地下

水位は上昇傾向にある。（Dr. S. Romani） 

備 考 
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詳細協議議事録 

 

現地協議結果 

案 件 名 インド国パンジャブ州地下水開発計画予備調査 

訪 問 先 JICA インド事務所 

日 時 2006 年３月３日 16:30～17:00 

面 談 者 JICA インド事務所／伊藤次長、飯島所員、倉内企画調査員 

訪 問 者 調査団／佐々木、杉野、川田 記 録 者 調査団／杉野 

概 要 

１．これまでの打ち合わせ結果の報告。（飯島所員） 

(１) MoWR は本要請を 1997 年要請の継続として見なしても良いが、その前提と

して、PSTC から改めてプロポーザルを出させて、それを精査して判断すると

言っている。 

(２) 本調査団の承認については、財務省経済局から MoWR に再考のレターが出

ているが、MoWR は財務省経済局に対し、本調査団を承認できない旨のレタ

ーを出している。 

(３) 水資源省政策計画局の Mr. M. E. Haque は 1997 年要請については、債務救済

による機材供与により、既に満たされていると理解している。 

２．「イ」国側の判断が付くまでは、調査団は淡々と調査を実施し、途中で「イ」国

側が本調査団は承認できないと判断した場合には、調査行程の見直しを行う。（伊

藤次長） 

 

 

備 考 
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現地協議結果 

案 件 名 インド国パンジャブ州地下水開発計画予備調査 

訪 問 先 
Punjab State Tubewell Corporation (PSTC) 
パンジャブ州井戸掘削公社 

日 時 2006 年３月４日 16:00～16:30 

面 談 者 PSTC／Mr. Er. Sucha Singh Buttar (Secretary) 

訪 問 者 
JICA インド事務所／倉内企画調査員 

調査団／佐々木、杉野、川田 
記 録 者 調査団／杉野 

概 要 

１．「パ」州での調査行程の説明。（調査団） 

(１) ３/６は Chandigarh 市での関係者に面談したい。 

(２) ３/７～９にかけて、現場を視察したい。視察したい現場としては、現在井

戸を掘削中の現場、カンディ地域の特徴が良く分かる計画地域や既存施設のあ

る地域、ワークショップ等を中心に選定して欲しい。 

(３) ３/10 に Chandigarh 市に戻ることとし、調査団が PSTC にお願いしている資

料の収集状況を確認、アドバイスしたい。 

(４) ３/11～12 の土日については、現場視察の予備日とし、場合によっては PSTC
職員に現場を案内して貰うこともあり得る。 

２．パンジャブ農業大学の Hira 教授との面談について。 

(１) 日本での「パ」州の地下水の報道で、同教授がメディアのインタビューを受

けているので、同教授に面談して、カンディ地域の地下水についての意見を伺

いたい。（調査団） 

(２) 同教授は土壌の専門家であり、地下水の専門家ではないので、会う必要はな

いのではないか。（Mr. Buttar） 

(３) 同教授と PSTC、CGWB とは全く関連がないし、連絡を取ったこともない。

（Mr. Buttar） 

(４) 日本では、同教授が「パ」州政府と共同で「パ」州全域の地下水調査を実施

したと報道されているので、その調査報告書の入手が肝要である。（調査団）

 

 

備 考 
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詳細協議議事録 

 

現地協議結果 

案 件 名 インド国パンジャブ州地下水開発計画予備調査 

訪 問 先 
Punjab State Tubewell Corporation (PSTC) 
パンジャブ州井戸掘削公社 

日 時 2006 年３月６日 10:10～11:30 

面 談 者 PSTC／Mr. Surinder Pal (Managing Director)、Mr. Er. Sucha Singh Buttar (Secretary) 

訪 問 者 
JICA インド事務所／倉内企画調査員 

調査団／佐々木、杉野、川田 
記 録 者 調査団／杉野 

概 要 

１．調査団員の紹介。（倉内企画調査員） 

２．日本での「パ」州の地下水に関する報道について紹介。（倉内企画調査員） 

３．「パ」州の地下水について。 

(１)「パ」州の中でも、中央平原での地下水位低下が問題とされている。（Mr. Pal）
(２) カンディ地域の地下水位は問題視されていない。（Mr. Buttar） 

４．カンディ地域の地下水について。 

(３) 帯水層も地下水位も非常に深い。（Mr. Buttar） 

(４) 飲料水と家畜用の水の優先順位が高く、灌漑用水の優先順位はそれに次ぐ順

位である。（Mr. Pal） 

(５) 飲料水は地下水に頼らざるを得ない。（Mr. Pal） 

５．本要請について。 

(１) 本要請がなされた 1997 年以降に、PSTC には債務救済無償で２台のケーブル

ツールスパーカッション掘削機が供与されているため、MoWR の Mr. Haque
は当初の目的は満たされていると判断している。（倉内企画調査員） 

(２) カンディ地域では 300ｍ級の井戸を掘削する必要性もあり、日本の技術が必

要である。（Mr. Pal） 

６．表流水を利用した灌漑については、別の部局が担当している。（Mr. Pal） 

７．Chandigarh 市の給水の水源は 50km 先の河川から揚水、送水している。（Mr. Pal）
８．質問書と調査行程に関する詳細説明。（調査団） 

９．パンジャブ農業大学について、同大学には水理地質や地下水専門の部門はなく、

Soil & Water Engineering Dept.が水に関する事項を取り扱っている。（Mr. Pal） 

備 考 
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現地協議結果 

案 件 名 インド国パンジャブ州地下水開発計画予備調査 

訪 問 先 
CGWB (Central Ground Water Board) South Western Region 
水資源省中央地下水委員会南西地域支局 

日 時 2006 年３月６日 11:45～12:10 

面 談 者 CGWB South Western Region／Mr. C. P. Srivastava (Senior Scientist) 

訪 問 者 

PSTC／Mr. Er. Sucha Singh Buttar (Secretary) 
JICA インド事務所／倉内企画調査員 

調査団／佐々木、杉野、川田 

記 録 者 調査団／杉野 

概 要 

１．JICA の事業概要に関する説明。（倉内企画調査員） 

２．本調査団の目的および調査団員の紹介。（倉内企画調査員） 

３．質問書に関する説明。（調査団） 

 

 

備 考 
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詳細協議議事録 

 

現地協議結果 

案 件 名 インド国パンジャブ州地下水開発計画予備調査 

訪 問 先 
Water Resource Section, Department of Irrigation (DoI), Punjab State 
パンジャブ州灌漑局水資源部 

日 時 2006 年３月６日 12:20～13:00 

面 談 者 Mr. A. S. Bedi (Chief Engineer of Water Resources) 

訪 問 者 

PSTC／Mr. Er. Sucha Singh Buttar (Secretary) 
JICA インド事務所／倉内企画調査員 

調査団／佐々木、杉野、川田 

記 録 者 調査団／杉野 

概 要 

１．「パ」州は 1997 年に水資源開発に関する新しい規定を策定し、2002 年に「State 
Water Policy」を策定している。「イ」国においても、2002 年に「National Water Policy」
が策定されている。（Mr. A. S. Bedi） 

２．カンディ地域には灌漑用水不足の他に、飲料水不足の問題もある。（Mr. A. S. Bedi）
３．地方給水は Department of Public Health（「パ」州公共衛生局）が責任を有してい

る。（Mr. A. S. Bedi） 

４．中央平原の浅い地下水は年々低下しているため、より深い深度の調査が必要で

ある。深い帯水層の地下水は飲料水用として開発したい。そのためにも 400～600ｍ

級の井戸を掘削できる機械が必要である。（Mr. A. S. Bedi） 

５．CGWB と DoI の水資源部の役割の区分は、CGWB が国家レベル、広域な地域レ

ベルでの地下水開発やモニタリングを実施するのに対し、DoI の水資源部は「パ」

州のより細かいマイクロレベルでの地下水開発やモニタリングを担当している。

（Mr. A. S. Bedi） 

６．全灌漑用水で表流水を利用した割合は、僅かに 25％であり、残りの 75％は地下

水を利用している。（Mr. A. S. Bedi） 

 

備 考 
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現地協議結果 

案 件 名 インド国パンジャブ州地下水開発計画予備調査 

訪 問 先 
Department of Agriculture (DoA), Punjab State 
パンジャブ州農業局 

日 時 2006 年３月６日 13:45～14:30 

面 談 者 Mr. B. S. Sidhu (Director of Agriculture) 

訪 問 者 

PSTC／Mr. Er. Sucha Singh Buttar (Secretary) 
JICA インド事務所／倉内企画調査員 

調査団／佐々木、杉野、川田 

記 録 者 調査団／杉野 

概 要 

１．調査団の目的等の説明。（倉内企画調査員） 

２．カンディ地域は農作物の収穫量が少なく、住民の貧困度も高い。（Mr. B. S. Sidhu）
３．「パ」州において、農業の開発計画は策定されていない。（Mr. B. S. Sidhu） 

４．農村レベルにおいては、「Village Development Committee」が各村落で組織されて

おり、灌漑用水や飲料水はこの Committee で各村落レベルでの決定がなされる。

（Mr. B. S. Sidhu） 

５．調査団が PSTC に提示した質問書に対する回答作成への協力を依頼。（調査団）

 

備 考 
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詳細協議議事録 

 

現地協議結果 

案 件 名 インド国パンジャブ州地下水開発計画予備調査 

訪 問 先 
Department of Irrigation & Power (DoIP), Punjab State 
パンジャブ州灌漑電力局 

日 時 2006 年３月６日 16:00～16:30 

面 談 者 Mr. Gurindejit Singh Sandhu (Principal Secretary to Government of Punjab) 

訪 問 者 

PSTC／Mr. Er. Sucha Singh Buttar (Secretary) 
JICA インド事務所／倉内企画調査員 

調査団／佐々木、杉野、川田 

記 録 者 調査団／杉野 

概 要 

１．調査団の目的等の説明。（倉内企画調査員） 

２．中央平原は地下水位が低下し続けている。（Mr. G. S. Sandhu） 

３．カンディ地域は灌漑用水のみならず、飲料水を供給するための深井戸が必要で

ある。（Mr. G. S. Sandhu） 

４．深井戸は建設コストが高価になってしまうので、「パ」州政府が責任を持って、

開発しなければならない。（Mr. G. S. Sandhu） 

５．債務救済無償で我が国から供与した井戸掘削機について。 

(１) 過去の債務救済無償で本要請と同機種の井戸掘削機が供与されている事実

があり、これに関しての調査が本調査においては必要である。過去に供与され

た２台に追加して、新たに２台が必要である理由を説明して欲しい。（倉内企

画調査員） 

(２) カンディ地域は今後も多数の井戸を掘削する計画があり、過去に供与された

掘削機が玉石層の掘削に非常に優れていることから、追加の掘削機が必要であ

る。（Mr. G. S. Sandhu） 

６．地下水涵養の技術について。 

(１)「パ」州では地下水が重要な資源である故、地下水の涵養についても、考え

なければならない。JICA はこのような地下水涵養に関する技術を保有してい

るのか、教えて欲しい。（Mr. G. S. Sandhu） 

(２) 地下水涵養に関する技術は知らないが、地下ダムのプロジェクトは日本でも

経験がある。（倉内企画調査員） 

 

備 考 
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現地協議結果 

案 件 名 インド国パンジャブ州地下水開発計画予備調査 

訪 問 先 
Punjab Agricultural University 
パンジャブ農業大学 

日 時 2006 年３月８日 14:50～16:20 

面 談 者 Dr. Gurdev S. Hira (Addl. Director of Research) 

訪 問 者 
JICA インド事務所／倉内企画調査員 

調査団／佐々木、杉野、川田 
記 録 者 調査団／杉野 

概 要 

１．調査団の目的、訪問経緯等の説明。（倉内企画調査員） 

２．パンジャブ州の地下水開発に関する説明。（Dr. G. S. Hira） 

(１) Foothill Area は地下水位が深いために、地下水の開発が遅れている。 

(２) Central Plain の地下水は既に過剰開発状態で、地下水位が低下し続けてい

る。灌漑用水の 75％が稲作に利用されており、適切な灌漑用水利用がなされ

ていないことが問題である。 

(３) South Western Area は地下水が塩水化しているために、灌漑には利用できず、

地下水の開発は行われていない。この地域では、地下水位の上昇が見られる。

３．カンディ地域の地下水開発について。（Dr. G. S. Hira） 

(１) カンディ地域は Foothill Area に位置し、高い降水量と地下水の開発が進んで

いないこともあり、今後の地下水開発は全く問題なく、その水質も良好である。

(２) カンディ地域の地質は玉石層といった、比較的地下水が涵養しやすい地層で

あるため、地下水位のコントロールが容易で、地下水涵養を考えることも可能

であり、開発には問題はない。 

(３) 過去の調査結果によると、1972～1998 年までのカンディ地域の地下水位は、

変化が見られない。 

(４) カンディ地域の一般農民は非常に低所得層が多いので、開発された地下水が

一般農民により利用されることを望みたい。また稲作に用いられることの無い

ように、望みたい。 

４．「パ」州政府が実施した地下水調査について。 

(１)「パ」州政府が実施したとされている地下水調査について、Dr. G. S. Hira も

参画されたと聞いているが、その報告書を見せて欲しい。（倉内企画調査員）

(２) そのような地下水調査には参画した憶えがない。（Dr. G. S. Hira） 

(３) 専門は農民教育である。（Dr. G. S. Hira） 

備 考 
 

 

 

－ －120



詳細協議議事録 

 

現地協議結果 

案 件 名 インド国パンジャブ州地下水開発計画予備調査 

訪 問 先 Ministry of Environment and Forestry, State Pollution Control Board(SPCB), Nodal Office 

日 時 2006 年３月 13 日 12:00～13:30 

面 談 者 Mr. S. P. Garg (Representative of the Office) 

訪 問 者 調査団／川田 記 録 者 調査団／川田

概 要 

１．質問票に基づいて協議を行った。結果は以下のとおりである。 

(１) EIA の対象事業に地下水開発事業は入っていない。 

(２) 2004 年以降で法令や規則が改定された例は、家屋の建設に係る法令が改正

されただけである。 

(３) 地下水開発事業を Kandi 地区で実施する場合、環境クリアランス（環境に

係る諸手続き）の担当責任は、CPCB（Central Pollution Control Board）と SPCB
の両方にあるといえる。 

(４) 地下水開発に関心をもっている NGO は、パンジャブ州内にはない。 

(５) 公聴会は EIA 結果に基づいて実施する。事業内容の説明はすべて SPCB が

行う。新聞への広告掲載や会場設営やその他公聴会に必要な費用は事業者が

負担する。公聴会に失敗した事業は、まず EIA の承認が得られないと考えた

方が良い。 

(６) 公聴会参加資格は「関係者」となっているが、他の地域から参加してもそ

れを拒むことはない。原則的には誰でも参加できると考えて良い。 

(７) 地下水灌漑によって農地開発が進んだパンジャブ州中央平原においては、

肥料や農薬が問題になっている。環境省や農業局が、農薬の使用量を減らし

有機肥料を利用するよう農民に呼びかけ、教育を開始している。 

(８) インドには IEE の制度はない。変わりに Rapid EIA という制度がある。これ

は、モンスーンの時期をはずして、１シーズンだけのデータで EIA 報告書を

作成して提出するものであるが、審査の結果、本格的な EIA を実施するよう

指導を受ける場合があるため、どちらかと言うと、最初から本格的な EIA 報

告書を提出した方が効率的かも知れない。 

(９) EIA の手続きにはスクリーニングやスコーピングがあり、これは事業者、コ

ンサルタント、EIA 指導機関が協議して内容を決定する。 

(10)「貧困ライン」の定義は、12,000 ルピー/年の収入を下回る家族をいうので

はないか。 

２．JICA の環境社会配慮ガイドラインを説明し、地下水開発事業に係るスコーピン

グ結果及び IEE の結果を提示し、意見を聴取した。本来、地下水開発事業に係る

EIA の義務付けはないが、SPCB としては、調査団の提示した内容で環境問題にか

かる条件は満たしているとの見解を得た。 

備 考 
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現地協議結果 

案 件 名 インド国パンジャブ州地下水開発計画予備調査 

訪 問 先 
Gurnam Singh & Co. 
現地井戸掘削会社（Chandigarh 市最大手） 

日 時 2006 年３月 14 日 11:00～12:00 

面 談 者 Mr. Hardeep Singh (Project Engineer) 

訪 問 者 調査団／佐々木、杉野、川田 記 録 者 調査団／杉野

概 要 

１．会社の活動について（Mr. Hardeep Singh） 

(１) 主として、カシミール地方の井戸掘削を手掛けており、現在は「パ」州で

はあまり活動していない。 

(２) 主な顧客は大手飲料水メーカー等の民間であり、「イ」国政府発注の井戸は

あまり手掛けていない。 

(３) カンディ地域での掘削には Dual Rotary Method（「エアロータリー掘削工法

かあるいは DTH ハンマー掘削工法」＋「ドライブケーシング」）を採用して

いる。 

２．PSTC に新規井戸掘削機を供与することによる民間との競合について（Mr. 
Hardeep Singh） 

(１) 競合はないので、問題はない。 

(２) PSTC に新規井戸掘削機を入れることはカンディ地域にも良いことだと思う

が、オープンホール掘削工法でもその進捗は遅すぎる。 

３．質問票に対する回答に協力して欲しいとの申し入れ（調査団）に対し、快諾し

て貰ったにも関わらず、期限内での回答を得ることはできなかった。 

 

 

 

備 考 
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詳細協議議事録 

 

現地協議結果 

案 件 名 インド国パンジャブ州地下水開発計画予備調査 

訪 問 先 
Sharma Deep Tubewell Boring 
現地井戸掘削会社（Chandigarh 市中小規模の業者） 

日 時 2006 年３月 17 日 10:00～10:30 

面 談 者 Mr. Dalip Sharma (Director) 

訪 問 者 調査団／杉野 記 録 者 調査団／杉野

概 要 

１．会社の活動について（Mr. Dalip Sharma） 

(１) 会社を設立して、５年目になる。 

(２) ダイレクトロータリーとリバースロータリーの井戸掘削機を合計３台保有

している。 

２．PSTC に新規井戸掘削機を供与することによる民間との競合について（Mr. Dalip 
Sharma） 
(１) 競合はないので、問題ない。 

(２) 実際に PSTC に井戸掘削機を貸し付けているほど、PSTC との関係は良好で

ある。 

(３) PSTC に井戸掘削機を貸し付けた場合、ドリラー等のエンジニアは PSTC か

ら出されている。 

３．質問票に対する回答に協力して欲しいとの申し入れ（調査団）に対し、快諾し

て貰ったにも関わらず、期限内での回答を得ることはできなかった。 

 

 

 

 

備 考 
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現地協議結果 

案 件 名 インド国パンジャブ州地下水開発計画予備調査 

訪 問 先 
B.S. Enterprises 
現地井戸掘削会社（Chandigarh 市近郊中小規模の業者） 

日 時 2006 年３月 17 日 11:30～12:00 

面 談 者 Mr. D. S. Saini (Director) 

訪 問 者 調査団／杉野 記 録 者 調査団／杉野

概 要 

１．会社の活動について（Mr. D. S. Saini） 

(１) 2005 年まで CGWB で働いており、定年退職後にこの会社に参加した。 

(２) ダイレクトロータリーとリバースロータリーの井戸掘削機を合計２台保有

している。 

(３) 井戸掘削の他に、電気検層、土質調査、標準貫入値試験、水質分析を業務

としている。 

２．PSTC に新規井戸掘削機を供与することによる民間との競合について（Mr. D. S. 
Saini） 
(１) 競合はないので、問題ない。 

(２) カンディ地域の地下水は開発が進んでいないので、安全である。 

(３) 日本の井戸掘削機はもう少しレベルアップするべきだ。ベーラーをより大

きくし、掘削土の排出効率を高めるべきだ。 

３．質問票に対する回答に協力して欲しいとの申し入れ（調査団）に対し、快諾し

て貰ったにも関わらず、期限内での回答を得ることはできなかった。 

 

 

 

備 考 
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詳細協議議事録 

 

現地協議結果 

案 件 名 インド国パンジャブ州地下水開発計画予備調査 

訪 問 先 
CGWB (Central Ground Water Board) Headquarter 
水資源省中央地下水委員会本部 

日 時 2006 年３月 20 日 11:30～12:30 

面 談 者 CGWB Headquarter／Mr. Shobhnath 

訪 問 者 調査団／佐々木、杉野、川田 記 録 者 調査団／杉野

概 要 

１．過去に一般プロジェクト無償で供与した井戸掘削機について（Mr. Shobhnath）
(１) 現在は各支局に全ての掘削機を引き渡しており、７台とも稼動している。 

(２) 全ての掘削機は CGWB がコントロールしており、本部に全体を統括する責

任者として、Mr. Ashish を配置している。 

(３) スペアパーツが必要な掘削機もある。 

２．その他（Mr. Shobhnath） 

(１) 本部にはワークショップはない。 

(２) CGWB の職員数は約 4,500 人である。 

(３) CGWB は地下水の開発調査とアセスメントのみを行なっている。 

(４) 現在 84 台の掘削機を保有している。 

(５) 水質分析質は各支局に配置している。 
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現地協議結果 

案 件 名 インド国パンジャブ州地下水開発計画予備調査 

訪 問 先 Indian Institute of Technology, Delhi 

日 時 2006 年３月 20 日 17:00～18:00 

面 談 者 Dr. Ashok K. Keshari, Associate Professor, Water Resources Engineering & Geoinformatics 

訪 問 者 
JICA インド事務所／倉内企画調査員 

調査団／川田 
記 録 者 調査団／川田

概 要 

(１) パンジャブ州は農業に関して「緑の革命」を起こした処であり、灌漑用水

路のネットワークが見事に整備された地域である。地下水の揚水量が多く、

塩分濃度の増加や水質汚染の問題も起こっている。しかし、Kandi 地区は開発

が進んでいないため、公共事業として地下水開発を推進するのは良いことで

ある。 

(２) 行政サイドはどうしても事業実施を優先するが、出来れば科学的な分析を

行ってから事業を実施する方がよい。例えば、灌漑水量の受給のバランス、

どれだけの水量が必要なのか、何本の井戸が掘れるのか、等を科学的に判断

して、「持続的な開発（Sustainable Development）」が行われるように留意すべ

きであろう。 

(３) 長期的には地下水のモニタリングも重要である。行政サイドは、そのモニ

タリングを必要になった時だけ行っているが、本当は、恒常的に実施すべき

である。モニタリングも目的を明確に理解していないために、分析機材の供

与を外国から受けても有効に活用していない例もある。 

(４) モニタリングの結果を現場にフィードバックして役立てなければ、モニタ

リングの意味はない。目的を明確に認識させることが大切である。 

(５) いずれにしても、Kandi 地区での地下水開発が中央平原の地下水に影響を与

えることはないと思う。 

(６) 世銀の援助で実施している各州の地下水に係るデータベース構築業務は、

Dr. Ashok 自らが指導して実施しているものであるが、パンジャブ州はフェー

ズ１では興味を示さないためはずされた。フェーズ２では同教授の指導を受

ける計画である。 

 

 

備 考 
 

 

 

－ －126



詳細協議議事録 

 

現地協議結果 

案 件 名 インド国パンジャブ州地下水開発計画予備調査 

訪 問 先 在インド日本国大使館 

日 時 2006 年３月 22 日 16:00～17:00 

面 談 者 平石一等書記官 

訪 問 者 
JICA インド事務所／飯島所員、倉内企画調査員 

調査団／木野本、服部、佐々木、杉野、川田 
記 録 者 調査団／杉野

概 要 

１．これまでの調査結果概要の説明（調査団） 

２．問題点の説明（調査団） 

(１) 債務救済で供与した井戸掘削機のこれまでの利用頻度が極めて少ない。一

般無償プロジェクトで追加供与したとしても、使用されるかが不安である。 

(２) 要請の基となっている計画の概要が見えてこない。計画の再確認が必要で

ある。 

３．一般無償プロジェクトで井戸掘削機の追加供与が必要、不要の何れにしろ、「イ」

国政府からどうしたいのかを、レターで大使館に出してもらう必要がある。（平原

一等書記官） 
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現地協議結果 

案 件 名 インド国パンジャブ州地下水開発計画予備調査 

訪 問 先 
Ministry of Water Resources (MoWR) 
水資源省 

日 時 2006 年３月 23 日 11:00～11:30 

面 談 者 
Mr. J. Hari Narayan (Secretary) 
Mr. M. E. Haque (Planning and Policy Commissioner) 

訪 問 者 

CGWB／Dr. Saleem Romani (Chairman) 
PSTC／Mr. Er. Sucha Singh Buttar (Secretary) 
JICA インド事務所／飯島所員、倉内企画調査員 

調査団／木野本、服部、佐々木、杉野、川田 

記 録 者 調査団／杉野

概 要 

１．これまでの調査結果概要の説明。（飯島所員） 

２．債務救済無償で供与されている井戸掘削機の説明。（Mr. Buttar） 

３．オープンホール掘削工法が可能である井戸掘削機が必要である説明。（Mr. 
Romani、Mr. Buttar） 

４．ジャム・カシミールの要請について 

(１) パンジャブ州には既に債務救済無償で２台の井戸掘削機が入っているの

で、本要請の掘削機２台を CGWB に供与し、同型の掘削機を必要とするジャ

ム･カシミール州に投入することはできないか。（Mr. Narayan） 

(２) 本調査団はあくまでパンジャブ州に対する機材供与の要請で来ているた

め、ジャム･カシミールの案件とは全く別件である。（調査団） 

５．要請について 

(１) 1997 年の要請は債務救済無償の実施で既に満たされているので、新しいプ

ロポーザルが必要である。（Mr. Narayan） 

(２) PSTC より新しいプロポーザルを MoWR に提出済みである。（Mr. Buttar） 

(３)在インド日本国大使館にも新しいプロポーザルを提出してもらう必要性が

ある。（調査団） 

(４) DEA と協議した上で、連絡する。（Mr. Narayan） 

(５) 問題点として、債務救済無償で供与した井戸掘削機の稼働率と、更に２台

の追加が必要であるという必要性、妥当性の分かる計画書が必要。（調査団）
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詳細協議議事録 

 

現地協議結果 

案 件 名 インド国パンジャブ州地下水開発計画予備調査 

訪 問 先 
Ministry of Water Resources (MoWR) 
水資源省 

日 時 2006 年３月 23 日 11:35～12:00 

面 談 者 Mr. M. E. Haque (Planning and Policy Commissioner) 

訪 問 者 
PSTC／Mr. Er. Sucha Singh Buttar (Secretary) 
JICA インド事務所／飯島所員、倉内企画調査員 
調査団／木野本、服部、佐々木、杉野、川田 

記 録 者 調査団／杉野

概 要 

１．PSTC より提出された新しいプロポーザルは、DEA による審査が必要である。（Mr. 
Haque） 

２．３月 27 日の 16:00 にミニッツに関する打合せをする。 
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現地協議結果 

案 件 名 インド国パンジャブ州地下水開発計画予備調査 

訪 問 先 
Punjab State Tubewell Corporation (PSTC) 
パンジャブ州井戸掘削公社 

日 時 2006 年３月 27 日 12:15～13:30 （JICA インド事務所にて） 

面 談 者 Mr. Er. Sucha Singh Buttar (Secretary, PSTC) 

訪 問 者 
JICA インド事務所／飯島所員、倉内企画調査員 

調査団／木野本、服部、佐々木、杉野、川田 
記 録 者 調査団／杉野

概 要 

１．調査団から PSTC への本要請案件に対するコメント 

(１) 調査の結果、全体の計画が見えてこないので、より詳細な計画を作成する

べきである。 

(２) 債務救済無償で供与された井戸掘削機の実績をしばらく見た上で、追加リ

グの必要性、妥当性の是非を検討したい。 

２．技術者のトレーニングについて 

(１) 現場の技術者から、深度 200ｍ以上の井戸掘削に関しては、自分達でやって

いく自信がないという話があった。一般プロジェクト無償の機材供与に係る

技術移転は僅か１ヶ月しか認められない現実があり、また深度 200ｍ以上の井

戸を１本掘削するには１ヶ月では終了しない。そこで専門家派遣による大深

度掘削の技術移転を考え、債務救済無償で供与されている井戸掘削機の最大

能力である 300ｍ程度の井戸を派遣専門家とともにやってみてはどうか。（調

査団） 

(２) そうしても良い。（Mr. Buttar） 

３．Kandi Area（カンディ地域）という名称について 

(１) Kandi Area という名称について、誰もが分かるような一般的な名称ではな

く、使わないほうが良いのではないか。（飯島所員） 

(２) Kandi Area の意味は Sub mountainous area の意味であり、誰もが使っている

言葉であるので、問題はない。（Mr. Buttar） 
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詳細協議議事録 

 

現地協議結果 

案 件 名 インド国パンジャブ州地下水開発計画予備調査 

訪 問 先 
Ministry of Water Resources (MoWR) 
水資源省 

日 時 2006 年３月 27 日 16:00～17:30 

面 談 者 Mr. Dinesh Kapila (Deputy Secretary／External Assistance) 

訪 問 者 

PSTC／Mr. Er. Sucha Singh Buttar (Secretary) 
JICA インド事務所／飯島所員、倉内企画調査員 

調査団／木野本、服部、佐々木、杉野、川田 

記 録 者 調査団／杉野

概 要 

１．M/D（案）について（Mr. Kapila） 

(１) 1997 年の要請は債務救済無償の実施により、既に終わっている。 

(２) Mr. J. Hari Narayan（Secretary）は、本件が 1997 年要請分の継続とは認めな

い。 

(３) DEA は MoWR の意見を支持すると言っている以上、DEA も本件が 1997 年

要請分の継続とは認めない。 

(４) 本件を続けるためには、新しい要請が必要となる。 

(５) 例え 1997年要請分の継続案件としても、リバイスした要請書が必要となる。

(６) ３月３日の協議で、DEA と共に、要請書を出すことで確認したはずである。

(７) M/D に関しては、「Revised Proposal in Continuation」と表記すれば良い。 
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現地協議結果 

案 件 名 インド国パンジャブ州地下水開発計画予備調査 

訪 問 先 
Department of Economic Affairs (DEA), Ministry of Finance (MoF) 
財務省経済局 

日 時 2006 年３月 28 日 12:35～13:00 

面 談 者 Ms. Sreyasi Chaudhuri (Under Secretary of DEA, MoF) 

訪 問 者 
JICA インド事務所／飯島所員 

調査団／木野本、服部、佐々木、杉野、川田 
記 録 者 調査団／杉野

概 要 

１．M/D は了解した。（Ms. Chaudhuri） 

２．できるだけ早くリバイスプロポーザルを在インド日本国大使館に送りたい。（Ms. 
Chaudhuri） 

３．債務救済無償で供与した井戸掘削機の利用状況がネガティブな要因になり、日

本の外務省が本件を認めるかどうか、疑問である。（調査団） 

４．新しい情報がリバイスプロポーザルに入っているかどうか、疑問である。（調査

団） 

５．リバイスプロポーザルは追加の井戸掘削機のための、新しい要請書となる。（Ms. 
Chaudhuri） 

６．その他（調査団） 

(１) 本件に関して、機材を供与した後の具体的な利用計画がない。 

(２) 債務救済無償で供与された井戸掘削機の活用度が低い理由として、予算が

ないという話があるが、将来の予算付けに疑問が残る。 

(３) 機材の維持管理については問題ない。 
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詳細協議議事録 

 

現地協議結果 

案 件 名 インド国パンジャブ州地下水開発計画予備調査 

訪 問 先 在インド日本国大使館 

日 時 2006 年３月 28 日 14:30～15:30 

面 談 者 在インド日本国大使館／柳公使、中野一等書記官 

訪 問 者 
JICA インド事務所／飯島所員 

調査団／木野本、服部、佐々木、杉野、川田 
記 録 者 調査団／杉野

概 要 

１．調査結果の説明。（調査団） 

２．今後の流れに関する説明。（調査団） 

(１) DEA よりリバイスされたプロポーザルが日本大使館に提出される見込みで

ある。 

(２)リバイスされたプロポーザルと 1997 年要請分の関係は、「Revised Proposal in 
Continuation」という位置付けである。 

(３)リバイスされたプロポーザルは、日本側で審査した後に、先方に通知する。

３．その他、公使からの質問について。 

(１)債務救済無償で供与した井戸掘削機について、利用度が低い理由は、税収が

少なく、予算がなかったとの説明を受けている。（調査団） 

(２)井戸掘削機の耐用年数について、通常は台車が先に壊れてしまうが、一般的

には 10 年程度、維持管理が良く、長持ちして 20 年程度である。（調査団） 
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